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新設特別支援学校の整備（案）について 1

・近年、野洲養護学校および草津養護学校の児童生徒数が増
加し、大規模化が進む中、その解消に向けて知肢併置の特別支
援学校を１校、新設分離する滋賀県立特別支援学校教育環境
整備方針(令和６年３月)を策定。⇒令和６年９月県議会 守山市
金森町地先に用地を選定

背

景

障害のある子どもの将来の自立と社会参加を見据え、一人ひとりの障害の状態等に応じた教育的ニーズに的確に応える指導・支援を提
供し、充実した学びを得られる学校をめざす。

滋賀のめざす特別支援学校

立地上の条件

〇 草津養護、野洲養護両校区の真ん中（ｽｸｰﾙﾊﾞｽ乗車時間考慮）

〇 ＪＲ守山駅から約２㎞の距離に位置(自主通学可能)
〇 市民交流ゾーン等の施設、周辺環境の活用

〇 近隣に市立、県立、私立の学校（小中高）

〇 幹線道路沿いで特別支援学校が目にとまる

教育上の条件

〇 一人ひとりの教育的ニーズに対応した学び

➡集団活動や個別性の高い指導支援にも対応できる多彩なスペース

〇 自立と社会参加に向け、『わくわく』する実践的な学び

➡ 地域の方々と共に取り組む実践的な学習環境

〇 安心・安全な学びの場

➡校地内の車両動線を整理し、のびのびと活動できるゾーニング

〇 インクルーシブ教育システムの充実と共生社会の実現をめざす協

働的な学び

➡家庭・地域社会の誰もが学びに関わりながら子どもたちの成長を

支える環境

２．新設特別支援学校の場所とイメージ図

１．新設校整備のこれまでの流れと基本的考え方

・児童生徒数：300人程度を想定
・スクールバス、教職員等の車両駐車場を
校地内に整備

敷地面積
約3.6ha

北

※ SB:スクールバス

立命館守山中・高●

守山市民ホール●

県立守山中・高●

JR守山駅●

新設校
予定地

守山南中●

守山中●

守山小●

●小津小

守山市民運動公園●

地図の出典：国土地理院（標準地図）

施設 構造 階層 床面積
1 校舎・管理棟 RC 3F 7,400
2 体育館 RC 1F 918
3 プール RC 666
4 運動場 － 5,400
5 農場 － 405
6 駐車場(職員,送迎,SB) － 6,357

21,146

・保護者等送迎30台,放デイ/医ケア児等送迎:30台

(単位:㎡)主要な各施設の構造および規模

合計
・職員駐車場200台,SB:10台見込,来客:12台

※埋蔵文化財調査等
の影響により変更の
可能性あり

部屋名称 項目 室数 面積
1 ホームルーム教室 小 22 924
2 〃 中 18 756
3 〃 高 19 798
4 多目的室 － 8 336
5 2,150
6 608
7 758
8 170
9 421

16,348

校舎内の主要な部屋 (単位:㎡)

校舎棟の敷地全体の延床面積合計

特別教室（自立活動室,プレイルーム含）
職員室（職員,事務室）
ランチルーム,厨房,配膳室
(新)カフェスペース
(新)玄関ホール

出典
宮城県立秋保かがやき支援学校ＨＰ

カフェスペース活用イメージ

教育・子ども若者常任委員会資料７
令 和 8 年 3 月 1 1 日 （ 水 ）
教 育 委 員 会 事 務 局
特 別 支 援 教 育 課



2３．新設特別支援学校の基本方針とめざす姿

・児童生徒がのびのびと活動でき、広くスペースを活用できるよう整備
・各種の作業学習室を整備し、キャリア教育・職業教育を充実
新カフェスペースを整備し、カフェテリアの運営を通じて自立と社会参加を促進
・個に応じた適切な指導が柔軟に行えるよう、個別学習室等、多目的に使用できる部屋を十分に整備
新正面玄関に大勢が観覧できるセンターホールを整備し、交流行事や音楽イベント等に活用

〇障害のある子ども一人ひとりの教育的ニーズに対応し、適切な指導や必要な支援を通して知識、技能、態度お
よび習慣を養い、自らが主体的に自立と社会参加を目指す子どもの育成
〇子どもたちが、安心・安全に過ごし、学びの充実につながる学校

柱１．子どもたちが自分らしく輝き、地域で共に生きていくための力を育む学校

柱２．子どもの学びを支えるため、教職員がやりがいと働きやすさを感じながら資質能力の向上を図ることができる学校

〇多様化する子どもたちの障害に応じた指導・支援を進められるよう、教職員一人ひとりの教育力を向上
〇教職員が特別支援教育の専門性を十分に発揮し、必要な助言または援助などにより、地域における特別支援
教育のセンターとしての役割を果たす。
〇教職員が子どもたちの成長を通してやりがいを感じられ、教職員自身の幸せの実現につながる学校

新教材や指導方法を研究、活用するための機能を有する職
員室、会議室、相談室等を整備
・教職員が必要な教育情報に負担なくアクセスでき、すぐに
活用するためＩＣＴ環境を整備
・特別支援教育のセンター的機能を十分に発揮できるよう、
相談室を整備
・教職員が児童生徒を介助する際の身体的負担を最大限軽
減できる設備、機器を導入

柱３．家庭や地域社会と連携・協働し、みんなが学びに関わりながら子どもたちの成長を支える学校

〇社会に開かれた教育課程の下、地域と共にある学校づくりを進め、家庭や地域社会と連携・協

働して子どもの育成

〇自立と社会参加に必要な知識や技術・技能の習得、勤労観・職業観の育成のため、地域社会と

協働によりキャリア教育を充実

〇カフェスペースを校舎内に設置し、地域の様々な方が集い、子どもたちと関わりあえる学校

新避難所や地域行事等としての活用を見込み、体育館を中心とするエリアを学校と扉で隔離
・地域住民による農・食・手芸等の指導と交流の実施 ・校内外の歩道や緑地の整備
・地域の小・中・高等学校との合同行事の開催や交流を実施

【柱１】

子どもたちが自分ら
しく輝き、地域で共に
生きていくための力

を育む

【柱３】

家庭や地域社会
と連携・協働し、
みんなが学びに
関わりながら子
どもたちの成長
を支える

【柱２】

子どもの学びを
支えるため、教職
員がやりがいと
働きやすさを感
じながら資質能
力の向上を図る

『三方よし』で夢と生きる力を育む
特別支援学校

（２）めざす姿

４．今後の
スケジュール

(1) 基本方針

造成
（設計）

文化財調査

建築
（設計）

3月9月 10月 11月 12月 R9.1月 2月用務内容 R8.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

造成設計

文化財発掘調査

文化財試掘調査

土質（建築のボーリング）調査

建築基本設計、詳細設計

土質（造成のボーリング）調査
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新設特別支援学校の整備イメージ・概要 【１階】 3

１階：平面図

※埋蔵文化財調査等の影響により変更の可能性あり

【主なポイント②】
（柱１）
・(新)カフェスペー
スを整備し、カフェ
テリアの運営を通じ
て、子どもたちの自
立と社会参加を促
進

・(新)正面玄関に大
勢が観覧できるセン
ターホールを整備し、
交流行事や音楽イベ
ント等に活用

【主なポイント①】（柱３）
・(新)避難所や地域行事等としての活用を見込み、体育館を中心と
するエリアを学校と扉で隔離
・地域住民による農・食・手芸等の指導と交流の実施
・地域の小・中・高等学校との合同行事の開催や交流を実施
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新設特別支援学校の整備イメージ・概要 【２階】 4

【主なポイント③】（柱２）
・(新)教材や指導方法を研究、活用するための機能を有する職員室、会議室、相談室等を整備
・教職員が必要な教育情報に負担なくアクセスでき、すぐに活用するためのＩＣＴ環境を整備
・特別支援教育のセンター的機能を十分に発揮できるよう、相談室を整備

※埋蔵文化財調査等の影響により変更の可能性あり

２階：平面図

【主なポイント④】（柱１）
・個に応じた適切な指導が柔軟に
行えるよう、個別学習室等、多目
的に使用できる部屋を十分に整備



新設特別支援学校の整備イメージ・概要 【３階】 5

※埋蔵文化財調査等の影響により変更の可能性あり

【主なポイント⑥】
・グラウンドの砂ぼこりが起こ
らないよう、全面芝生化する。
・市まちづくり条例（全体敷地
の20％緑化が努力義務）を遵守
する。
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３階：平面図

【主なポイント⑤】（柱１）
・各種の作業学習室を整備、
キャリア教育・職業教育を充実
（各実習室（1,2,3階））


